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　表紙の写真

今月の注目情報Pick Up News  

真の「地方創生」とは
～地方から日本を　　　　　　　
　　　　　　　再生させる～

　川の流れは高い山から低い海へと流れて行きま
す。大海に流れ込んだ川の水は、太陽により温め
られ水蒸気となり天空へ舞い上がって行きます。
その天空に舞い上がった水蒸気が、やがて雨とな
り、雪となって地上に舞い降り、その水滴が集まっ
て川の流れとなり、また大海へ注ぎ込まれて行く
のです。
　「東京一極集中」という言葉が象徴しているよ
うに、現代社会の大きな課題の一つである都市部
への人口集中（過密化）が、地方の過疎化に拍車
をかけてきました。都市においては教育や就業の
機会が多いため、高い所得が得られるという期待
感により、人・モノ・お金・情報が集中し、その
連鎖がさらなる都市部への人口集中につながって
きました。これはあたかも「川の流れ」と等しく、
地方という山手から都市部という大海への「人口
の流れ」となって延々と続いてきたのです。
　しかし今、私たちはコロナ禍の出現により密接、
密集、密閉という「三密」の意味を深く考えさせ
られ、都市化への限界を垣間見ることになりまし
た。私たちは、三流の東京を目指すのではなく、
一流の地方（山村）を目指していかなければなり
ません。
　「自然回帰」「田園回帰」「緑の回帰」そして「人
間性回帰」これらは私たちの住む山村での暮らし
そのものであります。そ

・ ・ ・ ・ ・
こでしかできないこと、

こ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
こだからこそできることを自覚し、誇りとし、
宝としていく心構え。さらには「人と人との『つ
ながり』の中にこそ本当の幸せがある」という心
の豊かさの実感を築き伝えていくことが、永続的
なまちづくりとなり、地方から日本を再生させる
真の「地方創生」につながることと思います。

　　町長歳時記　（168）

サ
ー
バ
ー
を
新
規
導
入
し
、
朝
日
町
ワ
イ
ン
試
飲
再
開

22020.103 2020.10

町長歳時記
Pick Up News　
　サーバーを新規導入し、朝日町ワイン試飲再開
特集
　祝！桃色ウサヒ10 周年
町政スポット
　・町立病院小林院長に「山形県救急医療・救急業
　　務関係者知事表彰」
　・教育委員に海野睦さんが新たに選任　ほか
安心と信頼の医療提供を目指して
まちレポ
　・桃色ウサヒと女性消防団員「一日救急隊長」
　・大谷第五区ノルディック・ウォーク　ほか
輝け未来のアスリート 朝日町スポーツ少年団
各種スポーツ大会の成績
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアムサ
テライト散策
戸籍のまど、となりのリンゴさん、ねんりんピックレ
クリエーション大会、上郷ダムのダムカードが配布
開始！
紅葉の空気神社がＪＲ東日本ポスターに採用

　今回の表紙は、ドローンを使用しての上空からの撮影とい
う町広報誌初の試みとなりました。空気神社を真上から見た
のは初めてという人も多かったのではないでしょうか。
　写真はあまりのりんごのおいしさに衝撃を受け地面で眠る
ウサヒ。ウサヒにキスをして目を覚まさせる王子様（王女様？）
は一体誰なのでしょうか。（ウサヒ特集は４頁から掲載）

　

朝
日
町
ワ
イ
ン
で
は
10
月
７
日
か
ら
、
ボ

タ
ン
一
つ
で
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
で
き
る
全
自
動

サ
ー
バ
ー
を
導
入
し
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
上
で
試
飲
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
３
月
２
日
か
ら
試
飲
を
中
止
し
て
い
た
朝
日

町
ワ
イ
ン
。
今
回
導
入
し
た
サ
ー
バ
ー
は
、
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
ワ
イ
ン
が
出
る
た
め
事
前

の
手
指
消
毒
と
合
わ
せ
て
安
全
な
試
飲
を
実

現
。
サ
ー
バ
ー
内
で
は
適
温
が
保
た
れ
、
ボ
ト

ル
内
に
自
動
的
に
窒
素
ガ
ス
を
充
墳
す
る
こ
と

で
ワ
イ
ン
の
酸
化
を
防
止
で
き
、
い
つ
で
も
お

い
し
い
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
佐
藤
丈
助
専
務
取
締
役
は
、「
試
飲
を
中
止

し
て
か
ら
電
話
等
で
何
十
件
も
問
合
せ
が
来

て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
是
非
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
試
飲

し
て
納
得
し
た
上
で
ご
購
入
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
は
、
こ
れ
ま
で
「
広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
」
及

び
「
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
通
し
て
、
町

に
関
す
る
行
政
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
情
報
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
町

の
情
報
を
必
要
と
す
る
方
々
の
情
報
取
得
手
段

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
、
迅
速
か

つ
幅
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
る
行
政
情
報
を
主
に
発
信
し
ま

す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
、
避
難

等
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
ご
利
用
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
ア
カ
ウ
ン
ト
は
山
形
県
朝
日
町
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
方
針
に
基
づ
き
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上

で
は
、
ご
意
見
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
回

答
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
動
に

向
け
た
改
修
整
備
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
テ
ス

ト
運
用
中
で
す
。
本
運
用
の
開
始
は
、
10
月
下

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▲今回新規に導入されたサーバー。
左に白ワイン、右に赤ワインが４
本ずつ内蔵されています。種類は
現在朝日町ワインおすすめのもの
が入っており、１週間を目安に入
替する予定。

今はどこも試飲できないので、
できると聞いてびっくり。赤ワ
インが好きなので４種とも飲み
ましたがおいしかったです。

試飲第１号の髙橋さん夫妻（仙台市）

町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

ア
カ
ウ
ン
ト
が
開
設

町公式ツイッター
アカウントはこちら



祝！桃色ウサヒ 10 周年祝！桃色ウサヒ 10 周年

　「朝日が育んだ圧倒的無個性」をキャッ
チコピーに王道のキャラクター像から外
れ、独自路線を貫く桃色ウサヒ。初めは
３万円の市販の着ぐるみから始まったウ
サヒも今では県内のみならず全国各地に
多くのファンが存在します。
　本格的にスタートした2010年10月
から数えて今年で10周年。今号はウサ
ヒ10周年を記念し、これまでのウサヒ
の歩みを改めて振り返ります。

宮宿小学校 3 年
ウサヒ研究班

くまモン
（熊本県）
©2010 熊本県くまモン

ぴちょんくん
（ダイキン工業株式会社） 水色ウサキ

（岩手県一関市川崎町）

みんな～
祝ってくれて
ありがと～

大井　尚之さん
（朝日調剤薬局／栄町）

ふなっしー
（千葉県船橋市）

國井さん家族
（国井デンタルクリニック

／寒河江市）

じゅっきーくん
（蔵王温泉）

阿部さん夫妻
（クリーニングアベ／新宿）

白田　大地さん
（さいたま市／大谷第４出身）

大谷小学校３、４年生一同

42020.105 2020.10

ウサヒ 10 周年おめでとう！
いつも町のＰＲを頑張ってくれてありがとう！

ウサヒが汚れたら、うちのシャンプークリーニング
でピカピカのふわふわにするので来てください。

これからもよろしくお願いします。

ウ　サヒ 10 才おめでとう
サ　いこうのゆるキャラ
ヒ　メサユリ色が可愛い
お　いしいりんごで
お　なかいっぱい
や　っぱりウサヒは大人気

山形から遠く離れたさいたまの地で、子どもたち
の心を鷲掴みにする「ウサヒ」。丁寧に宿題に取り

組むと押してもらえる特製ウサヒ判子に教え子
たちは夢中です！

ウサヒが学校のキャラクターだと思っている子ども
もいるくらい学校中の人気者です。

故郷を離れて早 16 年…。
故郷を愛する気持ちは何年経っても変わりません。
離れていても故郷のキャラクターであるウサヒを

ずっと応援しています。

ウサヒ先輩、10 年間ジャンプお疲れ様です。
時に風船を持ち、時に鎌を持ち、やる気がない

ように見せかけて、誰よりも熱いパワーを秘めた
先輩はいつまでも憧れです。次回はぜひ、ジャンプ
対決しましょう（中の人は猛特訓しておきます）。

川崎にも遊びに来てね！！

桃色ウサヒ 10 周年おめでとう
ございます。薬局の看板や薬の袋の中に

いるウサヒはみんなの人気者です。
これからも大活躍を期待しています。

ウサヒー！１０周年おめでとう！
歯の治療用イスに以前売ってたプチプチシールを
貼ったら来てくれた子供たちみんな喜んでくれたよ！

（そしていつの間にか全部無くなってたので再販して
ください！）

いつもみんなを笑顔にしてくれて
本当にありがとう！

渡辺　絹代さん
（本町）

ウサヒー！10 周年おめでとうなっしー♪
6 年前の船橋のイベントに来てくれてありが
とうなっしなー♪またみんなで集まれる日を

楽しみにしているなっしよー♪

１０周年おめでとまと☆
ボクも今年でデビューから１０周年だモン！

これからもよろしくま！

ウサヒさん、10 周年おめでとー！！
いつも自分のキモチに正直なウサヒさん。

だからこそ、みんなから愛されているんだと思うんだ。
来年は空気まつりで絶対会おうねー！

これからもよろしくね♪

10 周年おめでとうございます。
卓球大会の服にウサヒをデザインしておそろい

で着たり、子どもたちの行事や部活の応援グッズ
を作ったり、ウサヒのおかげで思い出や人との繋

がりが広がりました。これからも素敵な
無個性応援してます。

桃色ウサヒ先輩へ
10 周年おめでとうございまじゅ！！

初めてお会いしたのは 8 年前。高畠町のサイクリングイベント
でした。ゆるキャラの世界に飛び込んだばかりの僕に色々教えてくれ
ました。その後は変わらずゆるい関係でお互いの地域のイベントに参
加したり、僕の映画にも出演していただいたりもしています。これか

らもお互いに面白い事にチャレンジし、時には力を合わせて
山形を盛り上げていきましょう～。ではまた！

ウサヒ 10 周年おめでとう！
私たちは総合の時間にウサヒについて調べたよ。

ウサヒのことを知れて良かったけど、もっともっと
ウサヒのことを知りたいな（みずき）・ウサヒをレン
タルできることを知っていつか私も中に入ってみた
いと思ったよ（りん）・ウサヒのことは私が小さい

ときから可愛いなと思ってたよ（めい）
これからもがんばってね！



年

ウ
サ
ヒ
の
歴
史

ウ
サ
ヒ
と
中
の
人
が
語
る

ウ
サ
ヒ
と
中
の
人
が
語
る

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

©2010 熊本県くまモン
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　　特集　祝！桃色ウサヒ 10 周年

▼ 
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
に
任
命

▼ 
ダ
イ
キ
ン
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
ぴ

ち
ょ
ん
く
ん
と
初
共
演

▼ 

椹
平
の
棚
田
で
米
作
り
開
始

▼ 

ふ
な
っ
し
ー
の
プ
ロ
レ
ス
バ
ト

ル
に
参
加

▼ 

ウ
サ
ヒ
２
体
に
な
り
露
出
が
増
え
る

　
（
レ
ン
タ
ル
が
可
能
に
）

▼ 

映
画
「
樹
氷
侍
」
出
演

▼ 

ウ
サ
ヒ
と
ど
こ
か
似
て
い

る
公
認
キ
ャ
ラ
「
水
色
ウ

サ
キ
」
誕
生
（
岩
手
県
一

関
市
川
崎
町
）

▼ 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞 

総
務
大
臣
賞
受
賞

▼ 

耳
が
垂
れ
て
い
る
こ
と
に
ク

レ
ー
ム
。
ピ
ン
と
立
っ
た
耳

へ
と
修
繕

▼ 

16
万
人
が
集
ま
っ
た
ニ
コ
ニ
コ
超
会
議
の
学
会

発
表
ブ
ー
ス
に
出
演

▼ 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

▼ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ウ
サ
ヒ
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▼ 

ダ
ッ
シ
ュ
王
で
今
シ
ー
ズ
ン
最
速
を
記
録

▼ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
掲
載
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
意
識
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
画
像
が

話
題
に
な
る
（
14
Ｐ
で
紹
介
）

▼ 

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
大
学
院
生
の
企
画
で
桃

色
ウ
サ
ヒ
誕
生

　

 

市
販
の
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ

る
み
で
ス
タ
ー
ト

▼ 

「
中
の
人
」こ
と
佐
藤
恒
平
さ
ん
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任

▼ 

町
の
地
域
情
報
発
信
企
画
と
し
て
桃
色
ウ
サ
ヒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
正
式
ス
タ
ー
ト

▼
着
ぐ
る
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
現
行
デ
ザ
イ
ン
へ

▼ 

桃
色
ウ
サ
ヒ
の
週
刊
漫

画
連
載
ス
タ
ー
ト

▼ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

　
ツ
イ
ッ
タ
ー　
　
１
５
，
２
５
４
フ
ォ
ロ
ワ
ー

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク　
６
，
８
２
０
フ
ォ
ロ
ワ
ー

※
Ｒ
２
年
10
月
１
日
現
在

▼ 

第
３
回 

地
域
仕
事
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞 

総

合
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

▼ 

第
２
回 

輝
け
や
ま
が
た
若
者

大
賞 

個
人
の
部
大
賞
受
賞

▼ 

渓
流
ま
つ
り
に
て
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
プ
ル
ー
フ
ウ
サ
ヒ
」
登
場

▼ 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
初
参
加
（
右
写
真
）

▼ 

ド
イ
ツ
国
営
放
送
「
Ａ
Ｒ
Ｄ
ド
イ

ツ
テ
レ
ビ
」
が
ウ
サ
ヒ
を
紹
介

▼ 

弟
子
ウ
サ
ヒ
登
場

平
2022232425

Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
の
始
ま
り
に
つ
い
て

　
佐
藤
恒
平
さ
ん
（
以
下
佐
藤
）：
そ
の
話

に
は
２
つ
説
が
あ
っ
て
…

桃
色
ウ
サ
ヒ
（
以
下
ウ
サ
ヒ
）：
Ｓ
29
ウ

サ
ヒ
星
雲
か
ら
き
た
説
と
悪
の
ウ
シ
ョ
ッ

カ
ー
に
改
造
さ
れ
た
説
だ
ね
。

佐
藤
：
う
ん
、
違
う
ね
。
１
つ
は
僕
が
中

学
生
の
頃
に
描
い
た
着
ぐ
る
み
で
町
お

こ
し
を
す
る
っ
て
い
う
マ
ン
ガ
を
実
際
に

や
っ
た
説
と
、
大
学
院
の
時
に
地
域
お
こ

し
の
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
し
て
、
情
報
発
信

を
無
個
性
な
着
ぐ
る
み
で
や
る
と
い
う
ア

イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
説
で
す
ね
。
こ
れ
は

ど
ち
ら
も
が
正
解
で
す
。

ウ
サ
ヒ
：
そ
れ
そ
れ
。
実
証
実
験
を
さ
せ

て
く
れ
る
町
を
探
し
て
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
で

「
あ
」か
ら
電
話
し
て
い
っ
た
ら「
朝
日
町
」

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

佐
藤
：
ま
さ
か
１
つ
目
の
市
町
村
で
話
し

を
聞
い
て
く
れ
て
Ｏ
Ｋ
が
出
る
と
は
思
っ

て
な
く
て
。
そ
れ
で
実
際
始
め
て
み
た
ら

す
ぐ
に
「
こ
の
企
画
は
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
今
後
も
応
援
し
て
ま
す
」
と
い
う
書

き
込
み
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
て
差
出

人
の
名
前
が
「
町
長
」・
・
・

ウ
サ
ヒ
：
す
ぐ
に
ピ
ン
と
来
た
よ
ね
。
こ

い
つ
は
偽
物
だ
っ
て
。
町
長
の
名
を
か
た

る
な
ん
て
と
ん
だ
不
届
き
者
だ
な
っ
て

思
っ
た
よ
。

佐
藤
：
後の

ち
に
効
果
が
出
て
き
て
感
謝
状
を

も
ら
う
際
に
、
町
長
か
ら
「
あ
の
書
き
込

み
私
な
ん
だ
よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
あ
れ

は
偽
物
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
な
り
ま

し
た
ね
（
笑
）。
そ
の
後
卒
業
し
て
働
い

て
た
ら
、
町
か
ら
「
着
ぐ
る
み
作
っ
て
あ

げ
る
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
や
ら
な

い
？
」
っ
て
い
う
電
話
が
来
て
本
格
的
な

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
と
他
の
キ
ャ
ラ
と
の
違
い

　
ウ
サ
ヒ
：
無
限
の
可
愛
さ
…
か
な
。

佐
藤
：
は
い
は
い
、
真
面
目
に
答
え
る
と

ご
当
地
の
特
産
品
と
か
を
キ
ャ
ラ
の
見
た

目
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
っ
て
い
な
い
こ
と
か

な
。
遊
園
地
と
か
で
風
船
を
配
っ
て
い
る

よ
う
な
見
た
目
に
あ
え
て
し
て
い
ま
す
。

ウ
サ
ヒ
：
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
朝
日
町
が

育
ん
だ
圧
倒
的
無
個
性
だ
し
ね
。

佐
藤
：
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
の
時
に
町
の
人

と
改
造
し
て
使
え
れ
ば
い
い
な
っ
て
い
う

の
が
狙
い
で
す
。
そ
の
分
、
運
動
性
は
高

く
作
っ
て
あ
っ
て
、
過
酷
な
イ
ベ
ン
ト
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
サ
ヒ
：
過
酷
な
取
材
で
汚
れ
て
た
と
し

て
も
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
も
ら
え
る
素

材
な
ん
だ
よ
ね
。

佐
藤
：
宮
宿
の
阿
部
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
ん
に

は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見

た
目
は
無
個
性
だ
け
ど
田
植
え
か
ら
ス
ノ

ボ
ー
ま
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
こ
な
す
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
ウ
サ
ヒ
の
ゆ
る
さ
で
す
ね
。

Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

　
佐
藤
：
朝
日
町
っ
て
な
ん
か
あ
る
？
っ
て
、

聞
か
れ
た
時
に
、
と
っ
さ
に
思
い
つ
か
な

か
っ
た
ら
、「
ウ
サ
ヒ
っ
て
い
う
変
な
キ
ャ

ラ
が
い
る
か
ら
見
て
み
て
」
っ
て
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
ね
。

「（
謙
遜
し
て
）
こ
の
町
は
な
ん
も
な
い
よ

（
笑
）」
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
は
、
観
光

の
お
客
様
や
町
の
子
供
達
に
と
て
も
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
の
で
。

ウ
サ
ヒ
：
町
民
の
持
ち
ネ
タ
に
な
る
の
が

目
標
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。
ウ
サ
ヒ
は
朝
日

町
の
お
も
し
ろ
情
報
を
日
々
発
掘
し
て
発

信
し
て
い
く
の
が
１
番
の
目
標
だ
よ
。

Ｑ
．
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

　
ウ
サ
ヒ
：
県
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
と

朝
日
町
の
関
係
者
が
よ
く
話
し
か
け
て
く

れ
る
こ
と
が
印
象
深
い
か
な
。
以
前
町
に

住
ん
で
た
人
と
か
親
戚
が
町
に
い
る
っ
て

い
う
人
と
か
ね
。
朝
日
町
成
分
が
全
国
に

拡
が
っ
て
る
な
っ
て
感
じ
る
。

佐
藤
：
確
か
に
、
い
ま
朝
日
町
に
住
ん
で

い
な
い
人
で
も
朝
日
町
を
応
援
し
て
く
れ

る
ん
だ
っ
て
実
感
で
き
る
瞬
間
だ
ね
。
わ

ざ
わ
ざ
ニ
ッ
チ
（
※
）
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
イ

ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
く
ら
い
、

み
な
さ
ん
の
心
の
中
に
朝
日
町
が
息
づ
い

て
る
ん
だ
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。

ウ
サ
ヒ：
今
は
ふ
る
さ
と
納
税
も
あ
る
し
、

イ
ベ
ン
ト
で
も
ブ
ー
ス
に
寄
っ
て
色
ん
な

も
の
買
っ
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
る
も
ん

ね
。（
お
金
の
話
で
目
が
輝
く
ウ
サ
ヒ
）

佐
藤
：
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
と
町
を
出
て

行
っ
た
人
で
も
心
の
中
に
町
が
残
っ
て
い

る
な
っ
て
実
感
で
き
る
瞬
間
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
も
朝
日
町
に
関
係
の
あ
る

人
が
町
以
外
に
い
る
ん
だ
と
気
づ
く
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

※
「
隙
間
市
場
」「
マ
ニ
ア
ッ
ク
」
の
意
味

過酷な取材の一例

桃色ウサヒ
無個性・無軌道・無表情の3拍子が揃ったピン
クのウサギの着ぐるみ。スノーボードから田植
えまでアクティブにこなすが、瞳はどこか虚ろ。
性別は不詳で、本人曰く「性を超越した存在」。
年齢も不詳だがよくお酒を飲んでいるので成人
は超えている。好きなものはうまい話、儲け話。

佐藤 恒平
1984年生まれ、福島県会津出身。
朝日町情報交流総合アドザイザー・桃色ウサヒ
の中の人担当。
地域振興サポート会社まよひが企画の代表とし
て全国各地の地域振興プロジェクトを手がける
と共に常盤地区のゲストハウス松本亭一農舎を
運営。

　
2627282930

令
元２

ゆるキャライベントにて
大人気のウサヒブース
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ビジュアルは無個性だけどグッズは個性的！？

ウサヒグッズ大集合
　
10
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ず
新
グ
ッ
ズ
が
生
み
出
さ
れ
続
け
る

桃
色
ウ
サ
ヒ
。
こ
れ
は
他
自
治
体
の
キ
ャ
ラ
と
比
べ
て
並
は
ず

れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
秘
密
は
、

前
頁
の
「
Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
の
著
作
権
を
フ
リ
ー
に
し
て
い
る
こ
と
」

で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
商
用
利
用
は
申
請
す
れ
ば
無
料
で
ウ

サ
ヒ
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
非
商
用
の
場
合
は
申
請
す
ら
い
ら

な
い
た
め
で
す
。
そ
う
し
て
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
グ
ッ
ズ
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
上
記
の
写
真
は
そ
の
中
の
一
部
で
す
。

　
数
多
あ
る
グ
ッ
ズ
の
中
で
も
一
際
異
彩
を
放
つ
物
が
あ
り
ま

す
。
平
成
23
年
12
月
か
ら
平
成
24
年
４
月
ま
で
朝
日
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
連
載
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
マ
ン
ガ
「
変
身
?!
桃
色
ウ
サ

ヒ
～
ヒ
ー
ロ
ー
始
め
ま
し
た
～
」
で
す
。

　
こ
の
マ
ン
ガ
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
企
画
構
想
課
３
年
（
当

時
）
の
生
徒
さ
ん
と
の
協
力
企
画
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
朝

日
町
の
特
産
や
名
所
を
絡
め
て
ウ
サ
ヒ
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
連
載
が
終
了
し
た
後
、
単
行
本
が
２
０
０
冊
販
売
さ
れ

ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。
現
在
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
掲
載
も
終
了
し
て
い
る
た
め
、
読
む
に
は
現
物
が
置
い

て
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
本
亭
一
農
舎
や
町
観
光
協
会
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
の
著
作
権
を
フ
リ
ー
に
し
て
い
る
こ
と

　
佐
藤
：
ウ
サ
ヒ
は
非
営
利
で
の
利
用
申
請
な
ど
は
不

要
で
す
し
、
商
用
利
用
で
も
申
請
さ
え
す
れ
ば
無
料

で
画
像
が
使
え
ま
す
。

ウ
サ
ヒ
：
そ
れ
っ
て
ウ
サ
ヒ
グ
ッ
ズ
を
い
く
ら
作
っ
て

も「
中
の
人
」に
も
町
に
も
お
金
は
払
わ
な
く
て
い
い
っ

て
こ
と
だ
よ
ね
。
ど
う
し
て
？
ウ
サ
ヒ
に
百
万
円
あ
げ

た
い
っ
て
人
も
大
勢
い
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

佐
藤
：
そ
ん
な
非
実
在
資
産
家
の
存
在
は
置
い
て
お

い
て
、
使
用
料
無
料
の
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
る
の
に
は

理
由
が
あ
る
ん
で
す
。
ウ
サ
ヒ
を
多
く
の
人
に
自
由
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
。
あ
と
は
、

商
品
を
開
発
し
た
お
店
の
方
に
十
分
な
利
益
を
あ
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
町
の
願
い
で
も
あ
っ
て
、
使
用

料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
自
由
度
を
最
大
限

に
使
っ
て
い
る
の
が
…

ウ
サ
ヒ
：
水
色
ウ
サ
キ
！
（
ド
ヤ
顔
）

佐
藤
：（
セ
リ
フ
盗
る
な
よ
！
）
そ
う
、
岩
手
県
一
関

市
川
崎
地
区
で
は
ウ
サ
ヒ
の
や
り
方
を
参
考
に
し
て
、

自
分
の
地
区
で
も
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画

が
立
ち
上
が
り
、
ウ
サ
ヒ
公
認
で
デ
ザ
イ
ン
を
オ
マ
ー

ジ
ュ
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。（
※
４
Ｐ

上
部
の
水
色
ウ
サ
キ
）
実
際
の
運
営
は
そ
の
地
区
の

メ
ン
バ
ー
が
自
分
た
ち
に
あ
っ
た
や
り
方
を
変
え
る
の

で
、
全
く
ウ
サ
ヒ
と
同
じ
も
の
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
、
川
崎
地
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
や
り
方
の
ウ
サ
キ
が
い

て
、
見
た
目
は
似
て
る
け
ど
実
際
は
全
く
違
う
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ウ
サ
ヒ
の
パ
ク
…
似
て
い
る

キ
ャ
ラ
を
作
る
の
は
大
歓
迎
で
す
。

ウ
サ
ヒ
：
灰
色
の
ウ
サ
ヒ
や
蛍
光
イ
エ
ロ
ー
の
ウ
サ
ヒ

と
か
が
出
て
く
る
の
が
待
ち
遠
し
い
な
。
全
国
に
ウ
サ

ヒ
が
い
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
朝
日
町
で
最
強
の
ウ
サ

ヒ
を
決
め
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
か
開
き
た
い
ね
。

佐
藤
：（
ウ
サ
ヒ
は
１
回
戦
で
負
け
そ
う
だ
な
）

Ｑ
．
ウ
サ
ヒ
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

　
佐
藤
：
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
は
そ
ん
な
凝
り
固
ま
っ
た
ル
ー

ル
は
な
い
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
レ
っ

て
も
し
か
し
た
ら
う
ま
く
い
く
か
も
？
っ
て
道
筋
が
見

え
た
ら
や
っ
て
み
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
ま
ち
お
こ
し

全
般
に
言
え
ま
す
が
、
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、
実
行
ま

で
の
道
の
り
が
見
え
た
ら
実
行
が
吉
で
す
。

ウ
サ
ヒ
：
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
実
行
ま
で
の

道
が
見
え
な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
？

佐
藤
：
僕
の
場
合
は
町
議
さ
ん
に
相
談
し
て
ま
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
僕
の
会
社
に
相
談
に
来
て
も
ら
っ
て
も
一
緒

に
良
い
策
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望

　
ウ
サ
ヒ
：
ウ
サ
ヒ
１
人
だ
と
ウ
サ
ヒ
の
面
白
活
動
に
限

界
が
来
て
い
る
か
ら
、
一
緒
に
面
白
い
企
画
を
作
り
た

い
な
っ
て
い
う
仲
間
が
ほ
し
い
か
な
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

番
組
で
も
新
商
品
開
発
で
も
朝
日
町
の
秘
境
探
検
で

も
、
自
由
な
発
想
で
ウ
サ
ヒ
と
朝
日
町
を
舞
台
に
Ｐ

Ｒ
し
て
く
れ
る
新
メ
ン
バ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
が
11
年

目
の
野
望
か
な
。。

佐
藤
：
…
そ
れ
全
部
僕
の
セ
リ
フ
だ
ろ
！

ウ
サ
ヒ
：
ナ
ン
ノ
コ
ト
？

佐
藤
：
片
言
に
な
っ
て
る
よ
！

ウ
サ
ヒ
：
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
も
う
ス
ペ
ー
ス
が
３
行

し
か
な
い
よ
。

佐
藤
：
あ
わ
わ
、
も
う
仕
方
な
い
。
せ
ー
の
で
い
く
よ

佐
藤
、
ウ
サ
ヒ
：
せ
ー
の
、
こ
ん
な
ウ
サ
ヒ
で
す
が
11

年
目
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　特集　祝！桃色ウサヒ 10 周年



寄付採納報告

町長室にて任命書を受け取る海野さん

表彰状を手にする鈴木町長（左）と小林院長（右）

教育委員に海野睦さんが新たに選任
■教育文化課 学校教育係　☎６７－３３０２

住民の生命と財産を守る　第一分団非常招集訓練
■総務課 危機管理係　☎６７－２１１１

　
町
議
会
９
月
定
例
会
の
同
意
を
得

て
、10
月
１
日
付
で
、海
野
睦
さ
ん（
栄

町
）
が
朝
日
町
教
育
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

委
員
の
中
に
保
護
者
で
あ
る
者
を
含

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
海
野
委
員
に
は
、
保
護
者
の

立
場
か
ら
朝
日
町
の
教
育
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
月
１
日
現
在
の
体
制
は
次
の
通

り
で
す
。

■
教
育
委
員
会
体
制
（
敬
称
略
）

教
育
長　
小
林　
道
和
（
前
田
沢
）

委　
員　
五
十
嵐
義
一
（
舟
渡
）

委　
員　
井
上　
幸
弘
（
西
船
渡
）

委　
員　
橋
間　
博
美
（
西
町
）

委　
員　
海
野　
　
睦
（
栄
町
）

町立病院小林院長に「山形県救急医療・救急業務関係者知事表彰」
■朝日町立病院　☎６７－２１２５

　
火
災
発
生
時
に
お
け
る
住
民
の
生
命

と
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、10
月
５
日
、

第
１
分
団
非
常
招
集
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
豊
龍
の
丘
公
園
に
お
い
て
火
災
が
発

生
し
た
想
定
で
午
前
９
時
30
分
消
防

本
部
よ
り
無
線
指
令
が
出
さ
れ
、
第

１
分
団
の
５
つ
の
部
が
出
動
。
速
や
か

に
ポ
ン
プ
車
等
が
火
災
想
定
現
場
に
到

着
し
、
団
員
た
ち
は
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
評
で
は
「
消
防
団
は
い
か
な
る
時

で
も
出
動
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
体
調
管
理
や
消

火
器
具
・
機
材
に
つ
い
て
点
検
整
備
等

を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と

浅
岡
清
二
郎
団
長
が
叱
咤
激
励
。
そ
の

後
宮
宿
公
民
館
で
事
後
検
討
会
が
行

わ
れ
、
今
回
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
、
救
急
医
療
・
救
急

業
務
に
従
事
し
た
功
労
者
に
対
し
て
、

そ
の
功
績
を
称
え
る
「
山
形
県
救
急
医

療・救
急
業
務
関
係
者
知
事
表
彰
」
に
、

朝
日
町
立
病
院
の
小
林
達
院
長
が
選

ば
れ
、こ
の
た
び
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
朝
日
町
立
病
院
は
町
内
唯
一の
入
院

機
能
を
持
つ
病
院
と
し
て
、
平
成
２
年

３
月
に
救
急
告
示
病
院
の
指
定
を
受

け
、
救
急
患
者
の
24
時
間
受
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
小
林
院
長
は
平
成
３

年
４
月
の
着
任
以
降
、
長
年
に
わ
た
り

救
急
医
療
に
従
事
さ
れ
、町
民
の
安
全・

安
心
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
小
林
院
長
は
「
こ
の
受

賞
を
励
み
に
、
今
後
も
救
急
医
療
を
始

め
と
す
る
地
域
医
療
に
ま
す
ま
す
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

豊龍の丘公園にて消火訓練を行う団員たち
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　　町政スポット

　9月14日、株式会社おーばんホールディングス（二
藤部洋代表取締役社長／天童市）から7月に発生した
豪雨災害の復旧支援として、金員10万円が寄付されま
した。
　鈴木町長から被災状況の説明を聞いたおーばん寒河
江店店長清野広幸さん（写真右）は「今回の寄付が少
しでも地域の皆様に貢献できればありがたい。町内の災
害復旧に役立ててほしい」と話しました。

　台湾の八田與一文化芸術基金会（邱貴理事）と南六
企業（黄清山会長）から日本へ３００万枚のマスクが
寄贈され、そのうちの８，０００枚が町へと贈られました。
このたびのマスクは、昨年鈴木町長が台湾のロータリー
クラブで講演した際に交流があった蘇麗華さんとイン
バウンド事業で交流のある村山正弘社長（株式会社
GINGAインターナショナル代表取締役社長／岩手県）
のご尽力により町へと配分されました。マスクは今後、
町の観光施設と医療機関にて使用される予定です。

　ＪＡさがえ西村山農業協同組合（安孫子常哉代表理
事組合長／寒河江市）によるカーブミラーの贈呈式が、
10月６日、町長室で行われ、４基のカーブミラーが寄
贈されました。
　「地域の交通安全に役立ててほしい」と昭和48年か
ら行われているもので、これまで２１７基が寄贈されて
います。これらは今後、町内の見通しが悪い交差点な
どに設置される予定です。

　９月25日、空気神社が縁で町と交流のある川上産
業株式会社（安永圭佑代表取締役／東京都）から災
害対策用品として、独自のパーテーションである「プラ
テーション」35枚が贈られました。
　町長室にてプラテーションを手渡した田口慎次仙台
営業所長（写真右）は「プラテーションは樹脂製なの
で軽くて湿気に強く、除菌もできるため感染症対策に
有効です。災害がないことが一番ですが、有事の際に
は使用して役立てていただきたい」と話しました。

他に、東日本建設業保障株式会社山形支店（橋本雅宏支店長／山形市）より７月の豪雨災害に遭った市町村への
寄付金として金員10万円をいただきました。



平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

経常収支比率（※１） 95.6％ 95.1％ 99.2％

医業収支比率（※２） 63.6％ 62.6％ 66.6％

救急車受入数 129 件 138 件 164 件

入院患者数 7,527 人 7,159 人 7,741 人

外来患者数 31,514 人 30,230 人 28,596 人

訪問診療 308 人 301 人 344 人

訪問看護 707 人 665 人 843 人

訪問リハビリ 607 件 584 件 805 件

通所リハビリ 2,842 件 3,284 件 3,252 件

リハビリ提供単位数 7,439 単位 7,132 単位 7,572 単位

年月 内容

令和元年 6 月
診療棟トイレ改修工事

（洋式化、人感センサー照
明化、手洗自動水栓化）

令和元年 9 月 朝日町立病院改修工事開始

令和 2 年 2 月 朝日町立病院改修工事完了

安
心
と
信
頼
の

医
療
提
供
を
目
指
し
て

○�

令
和
元
年
度
の
患
者
数
・
経
営

状
況

　
平
成
30
年
12
月
に
稼
働
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
が
軌
道
に
乗
り
、
入
院
患
者
数

が
増
加
し
た
結
果
、
経
常
収
支
比
率
は
大

幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
項
目
は
全
体
的
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
需
要
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま

す
。
今
後
も
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
等
を

実
施
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地

域
包
括
ケ
ア（
※
）を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
介
護
や
医
療

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
町
村
や
地
域

を
挙
げ
て
「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
生

活
支
援
・
介
護
予
防
」
全
て
の
分
野
で
包

括
的
に
支
援
で
き
る
体
制
整
備
を
目
指
す

取
り
組
み
。

○
令
和
元
年
度
の
主
な
事
業
経
過

　
病
棟
は
竣
工
後
34
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
施
設
の
長
寿
命

化
と
患
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
快
適
な
環

境
整
備
を
目
指
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
手
狭
に
な
っ
て
い

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
を
拡
張
。
新

た
な
機
器
も
導
入
し
、
回
復
期
病
床
へ
の

転
換
を
図
り
ま
し
た
。

　
町
立
病
院
で
は
よ
り
質
が
高
く
、
地

域
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
病
院
を
目
指

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
新

朝
日
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
進
捗
状
況

や
実
績
数
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

100％以上の場合は黒字、100％未満の場合は赤字を表す。
医業費用が医業収益によってどの程度まかなわれているか
を示す指標。高いほど良い。

※１…（経常収益／経常費用）×100
※２…（医業収益／医業費用）×100

○�

令
和
２
年
度
上
半
期
の
主
な
事

業
経
過

　
以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
後
期
高
齢
者
の

健
診
受
入
や
医
療
機
器
の
購
入
等
、
予
定
し

て
い
た
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
流
行
に
よ
り
社
会
環
境
は
一
変

し
、町
立
病
院
で
も
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

入
院
患
者
へ
の
面
会
制
限
や
入
口
で
の
検
温

な
ど
、様
々
な
感
染
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
に
備
え
、
更
な
る
対
策
を

講
じ
る
予
定
で
す
。
来
院
さ
れ
る
皆
さ
ま
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主な工事内容

後期高齢者の健康診査を開始
　かねてより要望のありました後期高齢者健診を開始
しました。お申し込みは、毎年１月頃に役場健康福祉
課から案内される健診の案内にてお申し込みください。

専用の内視鏡室を整備
　胃カメラ・大腸カメラ検査を行う専用の内視鏡室を
整備し、本年９月から運用を開始しました。

３次元眼底像撮影装置を導入
　これまでの平面眼底カメラに比べ、格段に詳細な情
報が撮影可能となる機器を導入し、本年５月から運用
を開始しました。

医療用画像管理システムを導入
　ＣＴやエコー、内視鏡等の診察に関する様々な画像
データを一元管理するシステムを導入し、本年７月から
運用を開始しました。

上半期の主な事業

～インフルエンザ予防接種のお知らせ～
　町立病院では１０月１日から６５歳以上の
方などを対象に予防接種を開始しました。
　予約は不要ですので、平日の診療時間内
（９時から１１時３０分）又は、１５時から
１６時３０分の間にお越しください。
　６５歳未満の方については１０月２６日か
ら接種を開始します。
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　9 月９日、町ＰＲキャラクター桃色ウサヒと女性消防団員２人
が、西村山広域行政事務組合の消防朝日分署で一日救急隊長を
務めました。救急医療や救急業務について正しい理解と認識を
深める「救急の日（９月９日）」の啓発活動。ウサヒは今年で８回
目、女性消防団員は５回目の任命です。任命を受けた３人は委嘱
状交付を受けたあと、道の駅あさひまち「りんごの森」で啓発活
動を実施。道で人が倒れている時の対応法等が書かれているば
んそうこうを配り、救急に関する知識の広報活動に努めました。

9
９

９月９日は救急の日

桃色ウサヒと女性消防団員「一日救急隊長」

　ノルディック・ウォークが９月13 日、大谷第五区公民館で開
催されました。区民の健康増進と誰もが気軽に取り組める生涯
スポーツの普及を目的としたもので、４年目となる今年は区民
31人が参加しました。「ノルディック・ウォークの効果と方法、
新型コロナ禍でのノルディック・ウォークの注意点」と題し町の
保健師から指導を受けたあと、３キロと６キロの２コースに分か
れて北部体育館前をスタート。収穫間近で黄金色の大谷の田園
の中を歩き、およそ１時間、爽快な汗を流していました。

9
13

 収穫間近の田園をレッツウォーキング！

大谷第五区ノルディック・ウォーク

　９月15 日、開発センターホールで「暮らしの中にある地域の
宝もの発表会」が開催されました。暮らしの中の自然な支え合い
を「地域の宝もの」として発表することで支え合いの輪を広げて
いくことを目的に町と町社会福祉協議会が毎年実施。当日は約
70 人が来場し、NPO 法人全国コミュニティライフサポートセン
ター(仙台市)理事長の池田昌弘さんが全国各地の事例を紹介後、
町の５つの団体が活動を発表。鈴木町長は講評で「皆さんの思
いがひしひしと伝わる素晴らしい発表でした」と語りました。

9
15

「おたがいさま」の視点で助け合い

暮らしの中にある地域の宝もの発表会

　町教育委員会が主催する小学校芸術鑑賞教室が９月16 日、創
遊館ホールにて行われ、町内３つの小学校の児童たちがチェロ奏
者吉川よしひろさんの演奏を鑑賞しました。吉川さんは鶴岡市出
身で、生まれつき左耳に聴覚障害を持ちながら、音楽家として世
界で活躍。この日は「海」「大きな古時計」などなじみのある曲
からバッハの「無伴奏チェロ組曲第１番」などのクラシックまで
幅広いジャンルの曲を演奏しました。児童たちは吉川さんのチェ
ロの音色に聞き入り、大きな拍手で演奏に応えました。

9
16

芸術を愛好する心と豊かな感性を育成

小学校芸術鑑賞教室

輝け元気なあさひっこ

あさひ保育園運動会
９

19

　町食生活改善推進協議会（志藤一枝会長／川通）主催の「男
の料理教室（初級コース）が、９月29 日開発センター調理室で
行われ、４人の男性が参加しました。今回のメニューはサバのみ
そ煮とヒジキの煮つけ。料理の試食会では、参加者全員「おいしい」
と笑顔になり、大満足の様子でした。参加者は「実質１時間くら
いで完成できました。何時間もかかるようでは実生活では作りづ
らいので良かったです」と話していました。次回の教室は10 月
29 日に開催予定ですので、初めての方もぜひご参加ください。

　9 月19 日あさひ保育園グラウンドにて運動会が開催されまし
た。今年は新型コロナウイルス感染防止のため０歳から２歳まで
の園児は参加せず、プログラムも短縮された半日での開催。３歳
から 5 歳までの園児約１００ 人が、家族の前で日頃の成果を披
露しました。当日は雨が心配されましたが過ごしやすい気温とな
り、まさに運動会日和。園児たちはかけっこを始め、まり入れや
綱引き、障害物競走などに一生懸命に取り組み、家族から大きな
拍手と声援をもらっていました。

９
29

美味しく楽しくみんなで料理

男の料理教室

　９月20 日、第 56 回目を迎える町民グラウンドゴルフ大会「秋
の陣」が西部公民館「見晴らしの丘」で開催されました。町体育
協会（熊谷貞則会長／新宿）が主催し、年２回（春・秋）開催さ
れるこの大会。今年は新型コロナウイルス感染症の影響により「春
の陣」が中止となり、１年ぶりの開催となりました。74 人のエ
ントリーの中で、見事総合優勝に輝いたのは堀茂昭さん（舟渡）。
参加者のみなさんは、感染症対策に配慮しつつも楽しくプレーし、
さわやかな汗を流していました。

９
20

月１回開催を続けて今年で 19 年目

第２００回高田俳句会
９

18

　通算２００回目となる高田俳句会（佐竹庄吉代表／高田）が
９月18 日同区公民館で行われ、会員６人が参加しました。平成
14 年３月、高田区の俳句愛好家４人で始まった同会。現在では
高田区民に限らず他の区や町外からも参加されています。
　会では各会員が５句を持ち寄り、自分以外の句から気に入った
句を選び発表。その後句について楽しく語り合います。参加者は

「俳句は短い言葉で表現するので難しく奥深い。認知症予防にも
なるし、ゲーム感覚でやっています」と笑顔で話していました。

秋空の下はつらつとプレー！

町民グラウンドゴルフ大会「秋の陣」
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▶小学生以下の子どもたちも参加

◀▲ソーシャルディスタンスを保った街
頭啓発。上の写真がＳＮＳで話題になり
ました。

▶ 16 日前後が誕生日の子どもたちへ
バースデーソングのプレゼント

◀▲発表では一人ひとりがマイクを向
けられ、活動への思いを語りました。

▶ホールインワンを３回も出し、見事
優勝を決めた堀さん

▶節目に作られてきた手作りの句集

◀ごほうびのメダルを笑顔で見せてく
れました

◀味も見た目も満点の出来栄え。



「
ぜ
ん
ぶ
本
の
話
」池澤　

夏
樹　
著

池
澤　
春
菜　
著

　

E

・
ケ
ス
ト
ナ
ー
「
エ
ー
ミ
ー
ル
と
探
偵

た
ち
」、
サ
ン
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
「
星
の
王
子

さ
ま
」、
福
永
武
彦
「
死
の
島
」
…
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
れ
ば
溢
れ
だ
す
、
し
あ
わ
せ
な

時
間
と
家
族
の
思
い
出
。
文
学
者
の
父
と

声
優
の
娘
が
「
読
書
の
よ
ろ
こ
び
」
を
語

り
つ
く
す
。

日
本
絵
本
賞
大
賞
受
賞
作
２
０
２
０

「
く
ろ
い
の
」

田
中　
清
代　
さ
く

　
ひ
と
り
で
帰
る
い
つ
も
の
道
で
、
女
の

子
が
出
会
っ
た
不
思
議
な
い
き
も
の
“
く

ろ
い
の
”。
あ
る
日
、“
く
ろ
い
の
”
に
つ

い
て
い
っ
て
み
る
と
…
。
細
や
か
な
銅
版

画
で
愛
情
を
こ
め
て
描
い
た
、
あ
た
た
か

な
世
界
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
降
る
が
い
い
／
佐
々
木
譲　
▼
償
い

の
流
儀
／
神
護
か
ず
み　
▼
類
／
朝
井

ま
か
て　
▼
死
神
の
棋
譜
／
奥
泉
光　

▼
雪
月
花 

謎
解
き
私
小
説
／
北
村
薫　

▼
男
性
育
休
の
困
難
／
齋
藤
早
苗　
▼

ア
ク
ア
・
エ
イ
ジ
／
岡
本
学　
▼
13
歳
か

ら
分
か
る
！
７
つ
の
習
慣
／
７
つ
の
習
慣

編
集
部　
▼
好
日
絵
巻
／
森
下
典
子　

▼
ベ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
２
０
２
０
／
日
本

文
藝
家
協
会　
▼
54
字
の
百
物
語
／
氏

田
雄
介　
▼
お
か
あ
さ
ん
の
被
爆
ピ
ア
ノ

／
五
藤
利
弘　
▼
未
来
の
自
分
に
出
会

え
る
古
書
店
／
齋
藤
孝　
▼
銀
閣
の
人

／
門
井
慶
喜　
▼
帰
って
き
た
Ｋ
２
／
横

関
大　
▼
海
の
怪
／
鈴
木
光
司　
▼
心

淋
し
川
／
西
條
奈
加　
▼
灯
台
か
ら
の

響
き
／
宮
本
輝　
▼
獣
た
ち
の
コ
ロ
シ
ア

ム
／
石
田
衣
良　
▼
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ

ル
／
に
し
の
あ
き
ひ
ろ　
▼
海
神
の
島

／
池
上
永
一
、
▼
あ
き
な
い
世
傳
金
と

銀
９ 

淵
泉
篇
／
高
田
郁　
▼
襲
大
鳳 

上

／
今
村
翔
吾　
▼
半
沢
直
樹 

ア
ル
ル
カ

ン
と
道
化
師
／
池
井
戸
潤　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
特集　～秋の夜長にこの一冊～
映画の原作本を読んでみよう

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
鈴
木
公
人
で
す
。
今
回
は
、
10

月
１
日
、
西
五
百
川
小
学
校
の
１
、

２
年
生
12
人
が
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
本

亭
一
農
舎
に
「
ま
ち
た
ん
け
ん
」
で

来
た
と
き
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

は
じ
め
は
、
松
本
亭
の
館
内
を

探
検
。
お
客
さ
ん
が
泊
ま
る
部
屋

や
キ
ッ
チ
ン
、
お
風
呂
な
ど
を
見
て

回
っ
た
後
、
外
に
出
て
、
鯉
が
悠
然

と
泳
ぐ
池
や
裏
庭
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
プ

レ
イ
ス
（
た
き
火
ス
ポ
ッ
ト
）
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

は
池
の
鯉
が
思
い
の
ほ
か
人
気
で
驚

き
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
農
舎
が
明
治
32
年

（
１
８
９
９
年
）
に
立
て
ら
れ
た
こ

と
、
当
時
の
所
有
者
で
あ
る
松
本
さ

ん
が
蔵
を
引
っ
張
っ
て
建
物
を
合
体

さ
せ
た
こ
と
な
ど
、
松
本
亭
一
農
舎

の
歴
史
を
オ
ー
ナ
ー
の
佐
藤
恒
平
さ

ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
か
ら
の
説
明
の
後
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
タ
イ
ム
。

「
こ
の
建
物
を
ど
う
し
て
泊
ま
れ
る

よ
う
に
し
た
ん
で
す
か
？
」「
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
は
何
個
あ
り
ま
す
か
？
」「
松

本
亭
に
は
何
本
の
木
が
あ
り
ま
す

か
？
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
声
が
あ
り
、

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
も
の
だ

と
感
心
し
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
う
し
た

か
を
尋
ね
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

着
眼
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
探
検
に
来
た
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
に
松
本
亭
に
来
た
こ

と
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
自
分
の

家
と
比
べ
た
り
し
な
が
ら
、
目
を
輝

か
せ
て
楽
し
そ
う
に
見
学
し
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。今
度
は
、

遊
び
に
来
て
一
緒
に
ボ
ー
ド
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
が
出
来
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
今
回
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の

町
の
こ
と
に
興
味
を
持

ち
、
色
々
な
こ
と
を
見

聞
き
し
て
体
験
す
る
こ

と
は
と
て
も
よ
い
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
び

学
ん
で
、
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

「 小 さ な 探 検 隊 」
移住・交流推進員（地域おこし協力隊）　鈴木公

き み と

人（南陽市出身）

▶
佐
藤
さ
ん
に
松
本
亭
の
歴
史
に
つ
い

て
教
わ
る
子
ど
も
た
ち

６月号から始まった町のスポーツ少年団を紹介する短期連載コー
ナー。ラストとなる５回目は「自然観スキースポーツ少年団」を紹介
します。

「自然観スキースポーツ少年団」
【基本情報】
■活動日時 日曜日　９：00 ～（冬期間のみ） 
■設立年 昭和 54 年
■活動場所 朝日自然観スノーパーク
■母集団会長 鈴木　謙次郎
■代表指導者 鈴木　勝治　■連絡先　　67-7102

「
自
然
観
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

自
然
観
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
指
導
者　
鈴
木 

勝
治
さ
ん

■
西
村
山
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

【
９
月
26
～
27
日
】

　
※
★
印
は
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
10
月
17
日
）
出
場

各種スポーツ大会の成績

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。
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Ｑ
．
指
導
方
針
は
？

Ａ
．
雪
国
で
あ
る
当
町
に
お
い
て
、

冬
期
限
定
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ス

キ
ー
を
通
し
て
雪
と
親
し
み
、
世
界

の
蔵
王
の
ゲ
レ
ン
デ
で
も
ス
キ
ー
案

内
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
滑
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
団
の
決
ま
り
ご
と
は
？

Ａ
．
練
習
の
始
め
と
終
わ
り
に
挨
拶

を
行
う
こ
と
、
リ
フ
ト
搭
乗
の
際
に

挨
拶
を
通
し
て
係
員
へ
感
謝
が
で
き

る
こ
と
等
、
生
活
の
基
本
を
身
に
着

け
心
の
豊
か
な
人
間
に
成
長
す
る
こ

と
で
す
。

Ｑ
．
団
の
雰
囲
気
は
？

Ａ
．
休
憩
中
や
練
習
終
了
時
に
は
、

仲
間
同
士
で
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

最
終
日
の
納
会
で
は
、
宿
泊
を
通

し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過

ご
し
、
次
年
度
の
団
の
形
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

Ｑ
．
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
毎
年
ス
ポ
少
活
動
の
最
終
日
に

行
う
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
で
、
よ
り
上
位

ラ
ン
ク
の
バ
ッ
ジ
を
も
ら
え
る
よ
う

に
、
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
先
鋒
：
浅
岡
莉
愛
、
次

鋒：な
し
、
中
堅：佐
藤
奏
、

副
将
：
清
野
綺
音
、
大
将
：

東
海
林
妃
那
子
）

（
先
鋒
：
な
し
、
中
堅
：
海

野
結
菜
、
大
将
：
菊
地
舞
）

【
団
体
戦
】

▼
１
位

　
剣
道
女
子
★

　
柔
道
女
子
★

▼
２
位

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
★

▼
３
位

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
卓
球
女
子

【
個
人
戦
】

▼
１
位

　
剣
道
男
子 

遠
藤
新
太
★

　
剣
道
女
子 

東
海
林
妃
那
子

　
柔
道
男
子 

渡
邉
優
★

　
柔
道
男
子 

長
岡
大
聖
★

　
柔
道
女
子 

海
野
結
菜
★

　
柔
道
女
子 

菊
地
舞
★

▼
３
位

　
剣
道
女
子 

佐
藤
奏
★

▼
ベ
ス
ト
10

　
剣
道
女
子 

浅
岡
莉
愛
★

★



知ってますか？予防接種のこと

今月の担当…山田 早紀子　保健師
【令和２年度 第７回】

　９月28日、第10回朝日町ねんりんピックレクリエーショ
ン大会が西部公民館「見晴らしの丘」で開かれ、長寿クラ
ブ会員約60人、18チームが参加しました。
　最高齢は男性88歳の志藤治郎さん（前田沢）と女性89
歳の鈴木みよさん（西町）。会員のみなさんは晴天の下、グ
ラウンドゴルフを通して、仲良く笑いあいながらいきいきと
交流を深めました。

ねんりんピックレクリエーション大会

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

Births

人口と世帯数Population
●令和２年　９月３０日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，５９４ 人 (－１２)
　　　男 ３，２６７ 人 (－   ８)

　　女 ３，３２７ 人 (－  ４)
　世帯数 ２，４０３ 世帯 (＋  ４)

------ ９月中の異動 ------
出生　　１人　　転入　　７人
死亡　　５人　　転出　　１５人

※（　）内は先月比

栄　町	 多　田　あつ子	 賢　司
古　槇	 渡　邉　　　 	 秀　壽
宇津野	 細　谷　三　郎	 本　人
大谷第五	 長　岡　スマ子	 藤　夫
元　町	 浅　岡　まさ子	 正　昭

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

　松　原　　安　藤　紬
つむ

　希
ぎ
　　女　　秀也	・仁美

成 原  健 太
（栄　町）

山 田  優
（山形市）

おしあわせにMarriages

上
郷
ダ
ム
の
ダ
ム
カ
ー
ド
が
配
布
開
始
！

　９月19日から東北電力株式会社が発行する「上
郷ダム」のダムカードが配布を開始しています。
配布場所は下記の２か所。スマホ等で撮影した上
郷ダムの写真をスタッフに見せるともらうことが
できます。是非入手してみてください。
①道の駅あさひまち（りんごの森観光案内所）
②ゲストハウス松本亭一農舎
▼ダムカード内容についてのお問い合わせ
東北電力株式会社	山形発電技術センター土木課

☎ 023-634-8024（平日 10:00 ～ 16:00）

　大暮山萬福寺の境内、宝
ほうきょういんとう

篋印塔の前に小さな自然石の墓があります。寺
にある資料によると「天保１２年（１８４１）越後から瞽女がやって来た。四、
五人で組をつくり、目が見えないので前の人の腰からのばした手拭を後ろの
者が握り、大きな荷物を背負いながら、暗くなった大暮山の山道を歩いてい
た。ところが、連日の大雨による土砂崩れにあい、最後尾を歩いていた『あき』
という瞽女だけが生き埋めになってしまった。村人たちは、かわいそうに思い、
みんなで和尚に頼み、葬式をあげた」と伝えられており、その時に
仲間の瞽女達が建てたものです。

瞽
ご ぜ

女の墓第38回

　瞽女とは、「盲御前（めくらごぜん）」という呼び名に由来す
る女性の盲人芸能者のことなんだよ。江戸時代には全国的に
活躍しており、各地を旅しながら、三味線を弾き唄い、お金を
もらっていたそうで、娯楽の少ない当時の農村部にあっては少
なからず歓迎されたそうだよ。

案内人の
つぶやき

【DATA】大谷から大沼に向かう県道の途中から入った大暮山集落
　　　　 の中ほどの丘に立つ萬福寺の境内にある。

▶
地
図
は

こ
ち
ら
か
ら

【一言メモ】墓には「天保十二丑八月三十日造立 秋山釋如
両比 越後蒲原郡橋田村 たせ、りん、たき」と刻まれています。
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９月１日～９月 30 日届出

　
今
回
は
予
防
接
種
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。
予
防
接
種
は
感
染
症

に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
ま
た
か

か
っ
た
場
合
で
も
重
症
化
（
脳
炎

や
肺
炎
な
ど
）
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
時
期
は
免
疫
が
未
熟

な
た
め
、
定
期
予
防
接
種
を
適
切

な
時
期
に
受
け
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
定
め
ら
れ
た
期
間
に

受
け
る
こ
と
で
感
染
症
の
重
症
化

予
防
が
で
き
、
ま
た
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
し
て

い
る
か
ど
う
か
母
子
手
帳
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
と
聞
く
と
、
ワ
ク
チ

ン
の
副
反
応
を
心
配
さ
れ
る
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

は
副
反
応
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗

力
を
高
め
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
予
防
接
種
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
か
か
り

つ
け
医
や
保
健
師
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
町
で
は
昨
年
度
か
ら
成

人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
抗
体
検
査
を
受
け

た
方
は
対
象
者
の
約
３
割
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
初
期
に
風

し
ん
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
影

響
が
及
び
、
障
害
を
持
っ
て
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
風
し
ん
に
関
す
る
通
知
が
送

ら
れ
て
き
た
方
は
、
抗
体
検
査
や

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
65
歳
以
上
の
方
へ
の

接
種
費
用
の
助
成
額
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
知
ら
せ
板

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
に
負
け
な
い
体
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
こ

ま
め
な
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
体

調
を
管
理
し
て
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課　
保
健
医
療
係

　
☎
67-

２
１
１
６
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■

印
刷

　
㈱

大
風

印
刷

■
発

行
 山

形
県

朝
日

町
　

■
編

集
 朝

日
町

広
報

委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第
767号

令
和

2
年

10
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紅葉の空気神社がＪＲ東日本ポスターに採用
　
こ
の
た
び
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
（
深
澤
祐
二
代
表
取
締
役
社
長
／
東

京
都
）
の
駅
構
内
等
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス

タ
ー
に
空
気
神
社
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
２
種
類
存
在
し
、
１
つ

は
「
山
形
を
楽
し
も
う
！
」
と
題
し
紅
葉

が
美
し
い
空
気
神
社
が
前
面
に
出
さ
れ
た

Ｂ
０
（
１
０
３
０
ｍ
ｍ
×
１
４
５
６
ｍ
ｍ
）

と
い
う
特
大
の
サ
イ
ズ
の
も
の
（
上
写
真
）

と
、「
南
東
北
を
楽
し
も
う
！
」
と
題
し

福
島
県
「
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
」（
左

写
真
上
）
と
宮
城
県
「
長
老
湖
」（
左
写

真
下
）
に
上
下
を
挟
ま
れ
る
形
で
空
気
神

社
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｂ
１
（
１
０
３
０

ｍ
ｍ
×
７
２
８
ｍ
ｍ
）
サ
イ
ズ
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
空
気
神
社
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
担
当
者
の
方
が
、
と
あ
る

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
空
気
神
社
の
写
真
が

と
て
も
き
れ
い
で
印
象
に
残
っ
た
か
ら
と

い
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
の
ポ
ス
タ
ー
も

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
駅
等
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
の
特
集
「
祝
！
ウ
サ
ヒ
10
周

年
」
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

く
ま
モ
ン
と
ふ
な
っ
し
ー
と
い
う
２
大
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
登
場
。
共
演
し
た
こ
と
が
あ

る
と
は
い
え
、
本
当
に
出
て
も
ら
え
る
と

は
ウ
サ
ヒ
と
２
人
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
水
色
の
ボ
デ
ィ
が
気
に
な
る
岩
手

県
一
関
市
川
崎
町
の
水
色
ウ
サ
キ
。
朝
日

町
で
の
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
こ

れ
を
機
に
覚
え
て
い
た
だ
い
て
親
し
み
を

感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

他
に
も
町
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ウ
サ
ヒ
が
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
対
談
記
事

に
つ
い
て
は
、
文
字
が
多
く
読
む
ま
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
恒
平
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
話
と
ウ
サ

ヒ
の
ボ
ケ
に
よ
り
面
白
い
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
意
外
と
様
に
な
っ
て
い
る
ウ
サ
ヒ

の
ろ
く
ろ
を
回
す
ポ
ー
ズ
（
経
営
者
が
よ

く
す
る
ポ
ー
ズ
）
と
後
ろ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
文
字
と
が
妙
に
マ
ッ
チ
し
た
写
真
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い
。　
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町民も広報誌も
ネタに困ったら
ウサヒの出番


